


春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックA H／Zen Kaku Gothic A H／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックA B／Zen Kaku Gothic A B／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックA M／Zen Kaku Gothic A M／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックA R／Zen Kaku Gothic A R／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックA L／Zen Kaku Gothic A L／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN丸ゴシックN L／Zen Maru Gothic N L／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN丸ゴシックN R／Zen Maru Gothic N R／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN丸ゴシックN M／Zen Maru Gothic N M／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN丸ゴシックN B／Zen Maru Gothic N B／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN丸ゴシックN H／Zen Maru Gothic N H／32Q ／行4分アキ／ツメ



春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックN L／Zen Kaku Gothic N L／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックN R／Zen Kaku Gothic N R／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックN M／Zen Kaku Gothic N M／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックN B／Zen Kaku Gothic N B／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZEN角ゴシックN H／Zen Kaku Gothic N H／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZENオールド明朝N H／Zen Old Mincho N H／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZENオールド明朝N B／Zen Old Mincho N B／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZENオールド明朝N D／Zen Old Mincho N D／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZENオールド明朝N M／Zen Old Mincho N M／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZENオールド明朝N R／Zen Old Mincho N R／32Q ／行4分アキ／ツメ



春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

紅道／Kurenaido／32Q ／行4分アキ／ツメ

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

春のある日曜日、1955年の
シャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

ZENアンチック／Zen Antique／32Q ／行4分アキ／ツメ

ZENアンチックS／Zen Antique S／32Q ／行4分アキ／ツメ 



ZEN角ゴシックA L／Zen Kaku Gothic A L／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN角ゴシックA R／Zen Kaku Gothic A R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN角ゴシックA M／Zen Kaku Gothic A M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN角ゴシックA B／Zen Kaku Gothic A B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZEN角ゴシックA H／Zen Kaku Gothic A H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ



過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZEN丸ゴシックN L／Zen Maru Gothic N L／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN R／Zen Maru Gothic N R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN M／Zen Maru Gothic N M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN B／Zen Maru Gothic N B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN H／Zen Maru Gothic N H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ



過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZEN角ゴシックN L／Zen Kaku Gothic N L／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZEN角ゴシックN R／Zen Kaku Gothic N R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZEN角ゴシックN M／Zen Kaku Gothic N M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZEN角ゴシックN B／Zen Kaku Gothic N B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZEN角ゴシックN H／Zen Kaku Gothic N H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ



過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で 飲んだ。
春のある日曜日、1955 年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上 流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZENオールド明朝N M／Zen Old Mincho N M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENオールド明朝N R／Zen Old Mincho N R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZENオールド明朝N H／Zen Old Mincho N H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZENオールド明朝N D／Zen Old Mincho N D／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

ZENオールド明朝N B／Zen Old Mincho N B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ



紅道／Kurenaido／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENアンチック／Zen Antique／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENアンチックS／Zen Antique S／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。

過ごしてきた時間を思いながら、妻と二人で飲んだ。
春のある日曜日、1955年のシャトー・フィジャック（Ch.Figeac）を開けた。

私の生まれた年に収穫されて醸造された赤ワインだ。

ボルドーには偉大なる作り手が多く、特にメドックにはラフィット・ロートシルト、マルゴー、

ラトゥール、ムートン・ロートシルトと第一級の畑がいくつもあるが、

個人的に好むのはそれよりも上流ドルドーニュ河畔に位置するサンテミリオンのフィジャックである。

常に二番目三番目を愛してしまうのも、私だけの少々臍曲がりな嗜好というものだろうか。



ZEN角ゴシックA H／Zen Kaku Gothic A H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックA B／Zen Kaku Gothic A B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックA M／Zen Kaku Gothic A M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックA R／Zen Kaku Gothic A R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックA L／Zen Kaku Gothic A L／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。



過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN丸ゴシックN L／Zen Maru Gothic N L／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN R／Zen Maru Gothic N R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN M／Zen Maru Gothic N M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN B／Zen Maru Gothic N B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZEN丸ゴシックN H／Zen Maru Gothic N H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ



ZEN角ゴシックN L／Zen Kaku Gothic N L／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックN R／Zen Kaku Gothic N R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックN M／Zen Kaku Gothic N M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックN B／Zen Kaku Gothic N B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZEN角ゴシックN H／Zen Kaku Gothic N H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。



ZENオールド明朝N M／Zen Old Mincho N M／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENオールド明朝N D／Zen Old Mincho N D／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENオールド明朝N B／Zen Old Mincho N B／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENオールド明朝N R／Zen Old Mincho N R／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

ZENオールド明朝N H／Zen Old Mincho N H／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。



過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

紅道／Kurenaido／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENアンチック／Zen Antique／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

ZENアンチックS／Zen Antique S／20Q, 12Q ／行22オクリ／ツメ

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。

過 ご し て き た 時 間 を 思 い な が ら 、 妻 と 二 人 で 飲 ん だ 。

春 の あ る 日 曜 日 、 1 9 5 5 年 の シ ャ ト ー ・ フ ィ ジ ャ ッ ク ︵Ch.Figeac ︶ を 開 け た 。

私 の 生 ま れ た 年 に 収 穫 さ れ て 醸 造 さ れ た 赤 ワ イ ン だ 。

ボ ル ド ー に は 偉 大 な る 作 り 手 が 多 く 、 特 に メ ド ッ ク に は ラ フ ィ ッ ト ・ ロ ー ト シ ル ト 、 マ ル ゴ ー 、

ラ ト ゥ ー ル 、 ム ー ト ン ・ ロ ー ト シ ル ト と 第 一 級 の 畑 が い く つ も あ る が 、

個 人 的 に 好 む の は そ れ よ り も 上 流 ド ル ド ー ニ ュ 河 畔 に 位 置 す る サ ン テ ミ リ オ ン の フ ィ ジ ャ ッ ク で あ る 。

常 に 二 番 目 三 番 目 を 愛 し て し ま う の も 、 私 だ け の 少 々 臍 曲 が り な 嗜 好 と い う も の だ ろ う か 。
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